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RPS4XおよびRPS4Y (ribosomalprotein
S4Ⅹ/Ⅵ迫伝子は､ヒトにおいてⅩおよびY染
色体上に相同な機能を持つhomologとして存
在し､生殖細胞の分裂回数の性差が進化速度
に影響を与えるという仮説を検証するのに適
した迫伝子と考えられる｡今回､我々は霊長
矧 こおけるRps4ⅩおよびRps4y退伝子の進化
速度の違いを明らかにすることを目的とし､
Irr-PCRによりカニクイザル､ミドリザル､
リスザルのRps4Ⅹ/y迫伝子を増幅し､塩基配
列を決定した｡これらの配列に加え､ヒトの
配列を併せて解析した｡Rps4x/yの同義置換
数を比較したところ､Rps4yはRps4Xに比
べ､より多くの置換を蓄積していた｡さら
に､この同義置換数を基にmale-to-female
ratioofmutation(αm)を求めたところ､Gm
は1･82から2･29のレンジ内にあ早と推定され
た｡この結果より､霊長類のRps4Ⅹ/y座位に
おいて､雄にのみ維持されているRps4yの進
化速度が雌雄両者で維持されているRps4Xよ
り進化速度が早いことが明らかになった｡こ
れは生殖細胞の分裂回数の性差が進化速度に
影響を与えるという仮説を支持するものであ
る｡
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ヒトの目の外部形態は霊長類の中で特殊であ
ると言われているが,詳しい調査は行なわれてい
ない.また霊長類の目の形態の生物学的 (適応
的)意義に注目した研究もまだほとんどない.そ
こで本研究では,ヒトの目の外部形感の特異性を
定史的に明らかにし,その意味を考える手掛かり
を得るために,強膜の色彩,強膜露出度 (露出し
ている眼球部の横長/角膜横径),眼裂の横長度
(日じり目頭間距離/上下峻間拒離)について,
他の霊長類との比較を行った･その結果･/ヒトの
日は調査された88種中唯一完全に色素細胞を
欠いた白い強膜を持ち.強股露出度も最大である
ことの他,眼裂横長皮も飛び抜けて大きいこと,
つまりヒトの目は,着色していない白い強膜が大
きく露出しているだけでなく,非常に横長な輪郭
をもつ点でも,他の霊長校とは大きく異なってい
ることが明らかになった.また,強膜露出度や眼
裂横長度の体サイズや生活空間との関係は,霊長
類の目の外部形態のこれらの要素が,眼球運動に
よる視野拡大能力に関係していることを示唆す
るものだった.これらの結果から,ヒトは進化の
過程で体が大型化して完全な地上性となり,直立
歩行の開始によって移動時の体高が飛托的に高
くなったために,眼球運動による視野拡大,特に
水平方向の視野拡大の必要性が高まり,目の強膜
露出度と横長度が霊長類中最大になったと考え
られる.このような眼球運動による視野拡大の必
要性から生じた眼球の大きな可動性が,眼球運動
によるコミュニケーションの可能性を開き,さら
に露出強膜の白色化による視線の強調効果によ
ってこの可能性が飛躍的に高まった･と考えられ′
る.今後,このような視点に立った目にtよるコミ
ュニケーションや表情の分析が望まれる.
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